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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
発表タイトルと所属、発表者名を示します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
発表者の本講演に関するCOIはありません。発表者はブレインバンクを日本全体に広めるための教育活動を行っており、神経内科、病理、神経科学研究者の育成につとめています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
日本ブレインバンクネットはAMEDの援助で高尾先生を班長としています。昨年までの齊藤祐子班長から高尾先生に引き継がれ、2021年度から関西地区として阪大と、大阪刀根山医療センターが加わりました。精神疾患脳の蓄積が目的と明記されています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
コホート・生体試料支援プラットフォームは二期目が今年通り、これから6年走ります。特定領域神経が廃止されるにあたり、生活習慣病、癌の治療進歩に比し、神経はなにをやったと言われた時、生前献脳同意と未来への視点を訴え、健診検体、癌リソースの中に入りがんばっています。、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
文科省基盤研究の底支えが使命であり、全国展開をしています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
日本神経科学ブレインバンクネットワークは、文部科学省学術変革領域研究費をいただいて構築しています。オープンリソース、ブレインバンクドナー登録システムを持つこと、リソースの品質管理を行い研究者に呈示できるという3点を必須事項としています。井原康夫博士は健康長寿OBで、当施設死後脳リソースを含むアルツハイマー病脳を用いた研究で、アルツハイマー病の解明を行い、根本治療の開発への道を作られた方です。高齢者ブレインバンクの立ち上げ時より一貫して援助をして下さっており、ブレインバンクドナー登録をしていただいています。昨年度私が阪大に移りにあたり、新しいブレインバンクを立ち上げ、班長機能を阪大に移しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
日本ブレインバンクネットワーク関西拠点の機構図です。大阪大学神経内科、大阪刀根山医療センターは生前献脳同意を担当し、宇多野病院の協力を得ています。大阪大学連合小児発達学研究科は、自閉症児のゲノム、不死化細胞を蓄積されています。また阪大法医学教室、大阪｢命を守るプロジェクト｣との連携で、日本版suicide bank、autism brain netの構築努力を開始しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
連合小児でクラウドファンディングにより、データベース構築、ついでバイオリソース構築を訴え、目標を達成することが出来ました。寄附して下さった方々には感謝します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
日本神経科学ブレインバンクネットワークを元に、神経病理診断の共有化とリソース構築を、神経内科と病理部門の連携がで、コロナ渦開頭剖検が激減する中、努力を継続しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本邦ブレインバンクが欧米のブレインバンクにくらべ優位に立つ点は、全身剖検を基盤とすること、神経病理所見を診断としていること、リソースのハンドルを神経病理専門医が行っている点です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
高齢者ブレインバンクプロジェクトは臨床縦断研究を経てブレインバンク登録を行うことを目指しています。これまでの蓄積数は1972年センター開設以来の病理検体、1995年からのゲノム、2001年からの凍結半脳蓄積よりなります。体制が強固であり、外部からのバンキングも受け付けています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
健康長寿医療センターでは疾患の最初から最後まで診る努力をしています。その中で、臨床情報、バイオリソース、画像を蓄積し、生前献脳同意登録を得る努力を行い、亡くなれた時に出来る限り剖検を得、リソースを構築し、研究者への下支えとなる努力をしています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
凍結側からはBritish Columbia大学McGeerの方法に準じ8箇所を採取し、弱い固定で標本作製をしています。固定側からは、CERAD、DLB Consensus Guideline、EuroCNS推奨部位を網羅するかたちで標本作製を行っています。


BBAR Degenerative Pathology Database

AT8 SP CERAD Thal LB score DLB 3rd
3/3 2 2 5 4 Limbic
(amygdala
predominant)
TDP ApoE  RIN NPD
TiM1SO 3/3 81 AD, LBD,
CVDE
A/G age/ gender
CDR (clinical dementia rating): 0-3
PMI: postmortem interval
NFT (tangle: Braak Stage): 0-6
ATS8 (tangle: AT8 Stage) 0-6
SP (senile plaque: Braak Stage): 0-3
CERAD 0-3(0-C)
Thal (amyloid Thal Stage) 0-5
Lewy (Lewy body, BBAR Stage): 0-5

DLB score (DLB 15t Consensus Guideline)
DLB 3" (DLB 3" Consensus Guideline)

Grain (argyrophilic grain, Saito Stage): 0-3
AA (amyloid angiopathy, BBAR Stage): 0-3
AT (astrocytic tangle): 0-3
UD (ubiquitinated dots): 0-3

TDP (TDP-43 proteinopathy, temporal, medulla and spinal) 0-3

ApoE (apoE genotyping)

RIN (RNA intergrity number)

NPD: neuropathologic diagnosis (AD: Alzheimer disease; LBD: Lewy body disease; CVDE: embolic infarct)


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全ての症例にステージ分類と評価を行っており、このデータが共同研究を含む研究のベースとなります。


Structure- based classifications of tauopathies (Nature 2021)
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
タウオパチーの原子間顕微鏡を用いた構造解析において、愛知医大、新潟脳研、国立精神神経センター、高齢者ブレインバンクがそれぞれリソースを提供した結果です。嗜銀顆粒性認知症と、アルトログリオパチー、MAPTイントロン変異は同じ構造とされ、構造的に最も近いのはCBDだが異なるという結果でした。我々の体制が評価された結果です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
神経科学ブレインバンクネットワークが、今年度より革新学術領域で、二期目6年間の支援を受けることになった新規事業として、Global Neuro CPCを開始しました。CPCはクリニカルカンファランスに属し、厚労省はズーム配信不許可の通達が存在します。配信先を限定すること、神経学的所見と神経病理所見に限定することを条件に開始し、現時点で16施設、43名以上が参加、医局教育行事としても活用していただいています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
死後脳リソースは研究に使用されてはじめて価値が出ます。積極的な活用を期待します。
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